
楽
理
科
に
入
っ
た
私
は
、
父
が
亡
く
な
り
、

残
さ
れ
た
病
院
に
戻
っ
て
三
十
余
年
。
診

療
と
経
営
の
合
間
に
、
音
楽
を
病
院
に
溶

か
し
こ
も
う
と
し
て
き
た
。
幼
い
日
、
精

神
科
単
科
だ
っ
た
（
今
は
内
科
も
２
病
棟

あ
る
）
病
院
で
の
、
患
者
さ
ま
の
歌
う
歌

謡
曲
・
詩
吟
・
浪
曲
・
大
正
琴
、
院
長
だ
っ

た
父
が
職
員
や
患
者
さ
ま
と
踊
っ
た
民
謡

等
。
こ
れ
ら
と
、
自
分
が
好
ん
で
き
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
の
間
に
、「
溝
」
が
あ
る

の
が
気
に
な
って
い
た
。

　
東
京
芸
大
で
古
今
東
西
の
音
楽
に
触

れ
、「
音
痴
」
と
片
づ
け
ら
れ
や
す
い
非
ク

ラ
シ
ッ
ク
派
の
方
の
歌
い
か
た
や
リ
ズ
ム
感

は
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
特
徴
と一致
す
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
ブ
ー
ム
だ
っ
た
音
楽

療
法
も
、
ま
ず
は
「
溝
」
を
埋
め
る
よ
う
、

日
本
人
の
伝
統
的
な
音
や
音
楽
へ
の
感
性

か
ら
出
発
で
き
な
い
か
…
院
内
外
で
の
体

験
等
よ
り
、『
日
本
人
の
た
め
の
音
楽
療
法

（
幻
冬
舎
）』
を
出
版
し
た
。
書
中
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
特
定
フ
ァ
イ
ル

に
辿
り
着
き
、
日
本
人
の
好
む
ス
タ
イ
ル

を
動
画
で
視
聴
で
き
る
。

　
実
際
に
は
、
院
内
で
は
集
団
コ
ー
ラ
ス
は

職
員
に
任
せ
、
私
は
内
科
病
棟
の
個
々
の

患
者
さ
ま
の
ベッ
ド
脇
へ
伺
い
、
そ
の
方
そ

の
時
の
リ
ク
エス
ト
を
即
座
に
弾
く「
流
し
」

　「
コ
ー
ち
ゃ
ん
大
好
き
だっ
た
ね
ー
ママ
！
」。

娘
さ
ん
の
言
葉
に
つ
ら
れ
、
私
は
コ
ー
ち
ゃ

ん
こ
と
越
路
吹
雪
さ
ん
の
シ
ョ
ー
よ
ろ
し

く
、「
サ
ン
ト
ワ
マ
ミ
ー
」
に
続
き
、「
ラ
ス

ト
ダ
ン
ス
は
私
に
」
を
バ
イ
オ
リ
ン
で
弾
き

始
め
た
。
間
質
性
肺
炎
等
で
入
院
中
の
高

齢
女
性
患
者
さ
ま
の
枕
元
で
あ
る
。

　「
マ
マ
、
踊
っ
て
た
ね
、
歌
っ
て
た
ね
」。

娘
さ
ん
も
１
人
で
踊
り
、
患
者
さ
ま
は
子

熊
の
縫
い
ぐ
る
み
を
顔
の
前
に
抱
き
、
彼

（
？
）
の
手
を
取
り
揺
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

（
写
真
）。
澄
ん
だ
お
声
で
歌
わ
れ
も
し
た
。

「
音
程
も
い
い
ね
、
マ
ス
ク
着
け
て
て
も
。

懐
か
し
い
ね
」
と
娘
さ
ん
。
酸
素
吸
入
の

リ
ザ
ー
バ
ー
マ
ス
ク
は
12
リ
ッ
ト
ル
で
あ
っ
た
。

患
者
さ
ま
は
24
時
間
後
に
息
を
引
き
取
ら

れ
、歌
詞
通
り
の
「
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
」
と
な
っ

た
。

　
音
楽
へ
の
夢
止
み
が
た
く
、
研
修
医
を

終
え
た
と
こ
ろ
で
親
に
内
緒
で
東
京
芸
大

医
療
法
人
社
団
総
合
会 

理
事
長

武
蔵
野
中
央
病
院 

院
長

牧
野
英
一
郎

院
内
バ
イ
オ
リ
ン
流
し

ス
タ
イ
ル
が
多
い
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
私
が
弾

く
と
直
ち
に
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
裏
メ
ロ
を

奏
で
る
音
楽
療
法
士
・
植
村
麻
紀
さ
ん
と

流
し
て
い
た
。
想
い
出
す
の
は
、「
す
す
き

の
で
も
中
洲
で
も
俺
が
行
く
と
バ
ン
ド
が
こ

れ
を
やっ
た
」と
い
う『
赤
と
黒
の
ブ
ル
ー
ス
』

を
、
オ
ム
ツ
の
積
ま
れ
た
ベッ
ド
上
で
歌
っ
た

方
。
意
識
障
害
な
が
ら
『
男
は
つ
ら
い
よ
』

や
『
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
を
弾

く
と
声
を
発
す
る
女
性
の
死
後
、
娘
さ
ん

が
訪
れ
た
時
、
気
配
を
感
じ
「
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
』
を
弾
く
と
、
か
つ
て
な
い
艶
と
伸
び

で
響
い
た
こ
と
等
々
。

　
昨
年
春
の
コ
ロ
ナ
ク
ラ
ス
タ
ー
を
越
え
夏

に
診
療
再
開
し
、
流
し
も
１
人
で
再
開
し

た
。
通
常
の
医
療
だ
け
で
な
く
「
患
者
さ

ま
に
心
地
良
い
こ
と
は
バ
イ
オ
リ
ン
で
も
オ

ム
ツ
交
換
で
も
ア
ー
ト
」、「
こ
こ
か
ら
ア
ー

ト
（
心
・
体
・
ア
ー
ト
）
の
病
院
」
と
唱

え
て
い
た
こ
と
を
、「
ど
う
ぞ
　
忘
れ
〜
な

い
で
」
と
、
コ
ー
ち
ゃ
ん
に
歌
わ
れ
た
気
が

し
て
い
る
。牧野英一郎

（まきの・えいいちろう）
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患者さまやご家族のリクエストを即座に弾く「院内流し」
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